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【背景】太陽電池モジュールの故障原因の 1 つに、セルのエミッターとフィンガー電極の間の電気

的接触の損失による報告がなされている([1]、[2])。これは封止材に使用されている EVA から発生する

酢酸が電極材のガラス層を腐食させるためである。これまでの研究で、高温高湿試験で IV 特性の低下

したセルのフィンガー電極のガラス中から、鉛の溶出が確認された([3])。 

【実験】溶出した鉛がモジュール内でどのような状態で存在するかを調べるため、高温高湿試験に

より IV 特性が低下したモジュールについて、セルのフィンガー電極周辺で走査型電子顕微鏡(SEM)に

よる観察を行った。 

【結果・考察】フィンガー電極の表面、及び、断面からは複数の形状の鉛化合物が観察された。例

として下図に針状(図 1)とバルク(図 2)を示す。針状化合物は屋外暴露により劣化したモジュールの EL

暗部にあるフィンガー電極からも観察されており([2])、屋外暴露でのガラスの変質と高温高湿試験での

ガラスの変質は同じ現象であることが示唆される。エネルギー分散型 X 線分光器(EDS)を用いて組成分

析を行ったところ、鉛化合物の主成分は Pb、C、O であった。ただし、元素数比はそれぞれの化合物

の形状によって異なり、モジュール内部の複雑な環境で複数の鉛化合物が生成することがわかった。 
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図 1. フィンガー電極表面の針状結晶 
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図 2. フィンガー電極断面の鉛化合物 
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